
(57)【要約】

本発明は、選択トランジスタ（５）およびＭＴＪ層配列

（４）が、相互に平行にセルに配置されているＭＲＡＭ

構造に関するものである。従って、かなりの空間を節約

できる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
記 憶 マ ト リ ッ ク ス に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 記 憶 セ ル （ Ｚ ２ ） を 備 え て い る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で
あ り 、 上 記 記 憶 セ ル の 各 々 は 、 少 な く と も １ つ の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） 、 お よ び 選 択 ト ラ ン
ジ ス タ （ ５ ） を 備 え て お り 、 上 記 記 憶 セ ル の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） は 、 相 互 に 間 隔 を 開 け て
設 け ら れ て い る ワ ー ド 線 （ Ｗ Ｌ ） と ビ ッ ト 線 （ Ｂ Ｌ ） と の 間 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て お り 、
選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） は 、 当 該 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に お い て 、 記 憶 セ ル を 読 み 出
す た め の セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） と 接 続 さ れ て お り 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） は 、 第 ２ セ レ ク
ト 配 線 （ Ｒ Ｓ Ｌ ） と 接 続 さ れ て い る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で あ っ て 、
上 記 記 憶 セ ル （ Ｚ ２ ） に お い て 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） と 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ド レ イ
ン ソ ー ス 経 路 と が そ れ ぞ れ 相 互 に 並 列 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 第 ２ セ レ ク ト 配 線 （
Ｒ Ｓ Ｌ ） は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の 相 互 に 直 列 に 配 置 さ れ て い る ソ ー ス ド レ イ ン 経 路
に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 記 憶 マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 一 連 の 記 憶 セ ル の 上 記 第 ２ セ レ ク ト 配 線 （ Ｒ Ｓ Ｌ ） は 、
別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ７ ） に 対 し て 直 列 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） は 、 当 該 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に お い て 、 第 １ セ レ ク ト
配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構
造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 記 憶 セ ル の 最 小 寸 法 は 、 ４ Ｆ ２ に よ り 規 定 さ れ て お り 、 当 該 Ｆ は 、 使 用 さ れ る 技 術 の
「 最 小 特 徴 寸 法 」 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ
構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 第 １ セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ゲ ー ト の 上 方 に 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 第 １ セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） 、 お よ び 上 記 ビ ッ ト 線 は 、 相 互 に 平 行 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
本 発 明 は 、 記 憶 マ ト リ ッ ク ス （ 記 憶 行 列 ） に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 記 憶 セ ル を 備 え る Ｍ Ｒ
Ａ Ｍ 構 造 （ Ｍ Ｒ Ａ Ｍ ＝ 磁 気 抵 抗 Ｒ Ａ Ｍ ） に 関 す る も の で あ る 。 こ の 記 憶 セ ル の 各 々 は 、 少
な く と も １ つ の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ Ｍ Ｔ Ｊ ＝ 磁 気 ト ン ネ ル 接 合 部 ） 、 お よ び 、 選 択 ト ラ ン ジ ス
タ を 備 え て お り 、 記 憶 セ ル の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ Ｍ Ｔ Ｊ 層 連 続 、 Ｍ Ｔ Ｊ － Ｓ ｃ ｈ ｉ ｃ ｈ ｔ ｆ ｏ
ｌ ｇ ｅ ） は 、 相 互 に 間 隔 を 開 け て 設 け ら れ て い る （ 延 び て い る ） ワ ー ド 線 と ビ ッ ト 線 と の
間 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 選 択 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ の ゲ ー ト に お い て 、 記 憶 セ ル を 読
み 出 す た め に 、 第 １ セ レ ク ト 配 線 （ 選 択 配 線 ） と 接 続 さ れ て お り 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 は 、 第 ２
セ レ ク ト 配 線 と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ １ 】
Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 （ 以 下 で は 、 短 く し て Ｍ Ｒ Ａ Ｍ と も 呼 ぶ ） は 、 そ の 最 も 簡 単 な 実 施 形 態 で は
、 記 憶 マ ト リ ッ ク ス に 配 置 さ れ て い る 記 憶 セ ル を 備 え て い る 。 こ の 記 憶 セ ル の 各 々 は 、 そ
れ ぞ れ 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を １ つ だ け 備 え て い る 。 こ の よ う な Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 、 図 ５ に 示 す 。
ト ン ネ ル 障 壁 層 １ は 、 軟 磁 性 層 ２ と 、 硬 磁 性 層 ３ と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 酸 化 物 障 壁 物
（ Ｏ ｘ ｉ ｄ ｂ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ ｅ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 ト ン ネ ル 障 壁 層 １ 、
軟 磁 性 層 ２ 、 お よ び 、 硬 磁 性 層 ３ は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ を 形 成 し 、 そ の 電 気 的 な 抵 抗 は 、 ２
つ の 磁 気 性 層 ２ お よ び ３ に お け る 磁 気 モ ー メ ン ト の 方 向 性 に 応 じ て い る 。 つ ま り 、 ２ つ の
層 ２ お よ び ３ に お け る 磁 化 が 、 相 互 に 平 行 に 方 向 付 け ら れ て い る 場 合 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ の
抵 抗 は 低 く 、 一 方 、 磁 化 の 非 平 行 に 方 向 付 け る と 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 の 抵 抗 は よ り 高 く な る 。
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こ の よ う な Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 に よ り 構 成 さ れ て い る 記 憶 セ ル の セ ル 内 容 は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ に
電 流 を 流 通 さ せ る こ と に よ っ て 特 定 さ れ る 。 従 っ て 、 電 流 Ｉ の 大 き さ か ら 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列
４ が 、 高 抵 抗 の 状 態 （ 磁 化 の 非 平 行 は 方 向 付 け ） で あ る か 、 あ る い は 、 低 抵 抗 の 状 態 （ 磁
化 の 平 行 な 方 向 付 け ） で あ る か ど う か 判 断 で き る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 状 態 に 、 情 報 内 容 「
０ 」 ま た は 「 １ 」 を そ れ ぞ れ 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の こ と を 、 図 ６ に 概 略 的 に 示 す 。 図 ６ で は 、 横 座 標 に 、 相 当 す る 電 流 に よ っ て ビ ッ ト 線
お よ び ワ ー ド 線 に 生 成 さ れ た 磁 場 を 示 し 、 縦 座 標 に 、 規 格 化 さ れ た 抵 抗 値 が 示 さ れ て い る
。 磁 化 が 平 行 に 方 向 付 け ら れ て い る 場 合 に は 、 非 平 行 に 方 向 付 け ら れ て い る 場 合 よ り も 、
Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ の 抵 抗 が 約 １ ５ ％ だ け 低 い こ と が 明 ら か に わ か る 。 こ こ で は 、 磁 化 の 平 行
な 方 向 付 け に 、 情 報 内 容 「 ０ 」 を 割 り 当 て 、 一 方 、 磁 化 の 非 平 行 な 方 向 付 は 、 情 報 内 容 「
１ 」 を 割 り 当 て る 。 し か し 、 当 然 、 他 の 割 り 当 て も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ を 備 え て い る 記 憶 セ ル へ の 書 き 込 み は 、 磁 気 モ ー メ ン ト の 方 向 付 け を 制 御
し て 調 節 す る こ と に よ り 行 う 。 こ の た め 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 記 憶 セ ル を 、 ２ つ の 電 気 的
な 導 体 、 す な わ ち 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ と ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ と の 間 に 配 置 す る 。 続 い て 適 切 な 電 流 を
、 配 線 Ｂ Ｌ お よ び Ｗ Ｌ を 通 し て 送 る こ と に よ り 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ の 場 所 に お い て 、 す な わ
ち 、 Ｍ Т Ｊ 層 配 列 ４ を 備 え る 記 憶 セ ル に お い て 、 磁 場 が 生 成 す る 。 こ の 磁 場 に よ っ て 、 磁
気 モ ー メ ン ト の 方 向 、 す な わ ち 、 特 に 、 軟 磁 性 層 ２ に お け る 磁 気 モ ー メ ン ト の 方 向 を 調 節
で き る 。 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ の 軟 磁 性 層 ２ に お け る 磁 気 モ ー メ ン ト の 調 節 可 能 性 を 保 証 す る た
め 、 通 常 、 配 線 Ｂ Ｌ お よ び Ｗ Ｌ の １ つ に お い て 、 配 線 を 流 れ る 電 流 の 方 向 を 、 逆 方 向 に で
き れ ば 十 分 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 電 流 の 方 向 を 対 応 さ せ て 切 り 替 え る こ と に よ り 、 記 憶 セ ル
を 、 磁 化 の 平 行 な 方 向 付 け と 非 平 行 な 方 向 付 け と の 間 、 つ ま り 、 低 抵 抗 状 態 と 高 抵 抗 状 態
と の 間 で 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ８ に 、 Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 上 述 の よ う な 最 も 簡 単 な 考 え ら れ る 構 造 を 示 す 。 記 憶 セ ル を そ れ
ぞ れ 形 成 す る Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ は 、 そ れ ぞ れ 平 行 に 延 び る ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ １ ， Ｗ Ｌ ２ ， Ｗ Ｌ ３
と 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ １ ， Ｂ Ｌ ２ と の 交 差 点 に 配 置 さ れ て い る 。 特 定 の 記 憶 セ ル へ の 書 き 込 み
は 、 例 え ば 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ ２ お よ び ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ ３ を 通 し て 相 当 す る 電 流 が 送 ら れ る こ と
に よ り 行 わ れ る 。 従 っ て 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ ２ と 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ ３ と の 交 差 点 （ す な わ ち 、 図
８ の 一 番 右 ） に 、 電 流 に よ り 相 当 す る 磁 場 が 生 じ て い る 。 そ の 結 果 、 そ こ に 存 在 す る Ｍ Ｔ
Ｊ 層 配 列 、 ま た は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 に よ り 構 成 さ れ て い る 記 憶 セ ル は 、 対 応 し て 書 き 込 ま れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ８ に 示 す 構 造 の 長 所 は 、 そ の 高 密 度 な 構 成 で あ る 。 全 く 理 想 的 に は 、 情 報 内 容 ま た は ビ
ッ ト 毎 に 、 ４ Ｆ ２ の 面 積 の み が 必 要 で あ る 。 た だ し 、 Ｆ は 、 使 用 さ れ る 技 術 （ テ ク ノ ロ ジ
ー ） の 「 最 小 フ ュ ー チ ャ ー サ イ ズ （ ｍ ｉ ｎ ｉ ｍ ｕ ｍ  ｆ ｅ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ  ｓ ｉ ｚ ｅ ） 」 、 す な
わ ち 、 「 最 小 特 徴 寸 法 」 で あ る 。 し か し 、 Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の こ の よ う な 構 成 の 大 き な 欠 点 は
、 読 み 出 し の 際 に 、 抵 抗 値 の ほ ん の 僅 か な 差 （ 約 １ ５ ％ 上 記 参 照 ） に よ っ て 、 著 し い 寄 生
電 流 が 、 隣 り 合 う セ ル を 流 通 し 、 そ の 結 果 、 こ の よ う な Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 は 、 全 体 的 に 、 非 常
に ゆ っ く り と し か 読 み 出 し を 行 え な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ８ の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 読 み 出 し は 遅 く 、 寄 生 電 流 の せ い で 、 結 局 は 不 確 か で も あ る 、 と い
う 欠 点 を 回 避 す る た め 、 図 ９ に 示 す Ｍ Ｒ Ａ Ｍ が 既 に 提 案 さ れ て い る 。 図 ９ の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ で は
、 そ れ ぞ れ 個 々 の 記 憶 セ ル が 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ 、 お よ び 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ を 備 え て い
る 。 点 線 ６ に よ り 囲 ま れ て い る 記 憶 セ ル へ の 書 き 込 み は 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ ２ 、 お よ び 、 ビ ッ
ト 線 Ｂ Ｌ ２ を 通 し て 、 相 当 す る 電 流 を 送 る こ と に よ り 行 わ れ る 。 そ の 結 果 、 記 憶 セ ル の Ｍ
Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ は 、 こ れ に 対 し て プ ロ グ ラ ム さ れ る 。 読 み 出 し の た め に 、 セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ
１ １ お よ び Ｓ Ｌ １ ３ は 、 こ れ ら と （ セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ １ １ お よ び Ｓ Ｌ １ ３ と ） 接 続 さ れ て
い る 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ が 全 て 遮 断 さ れ る よ う に 駆 動 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 セ レ ク ト 配 線
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Ｓ Ｌ １ ２ に は 、 こ の 配 線 と 接 続 さ れ て い る 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ が 伝 導 す る よ う な 電 圧 が 印
加 さ れ る 。 続 い て 、 セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ ２ １ ～ Ｓ Ｌ ２ ３ の セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ ２ ２ に は 、 読 み
信 号 が 印 加 さ れ る 。 こ の 読 み 信 号 は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 介 し て 、 点 線 ６ に よ っ て 囲 ま れ て い
る 記 憶 セ ル へ 流 れ る 。 な ぜ な ら 、 こ の 記 憶 セ ル の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の み が 伝 導 し て お り 、
残 り の 記 憶 セ ル に お け る 他 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の 全 て は 、 遮 断 さ れ て い る か ら で あ る 。 従
っ て 、 セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ ２ ２ の 出 力 部 に お い て 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ の 状 態 を 示 す 信 号 、 す な
わ ち 、 情 報 内 容 「 ０ 」 ま た は 「 １ 」 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ９ の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 に よ り 、 隣 り 合 う 記 憶 セ ル の 寄 生 効 果 を 、 事 実 上 排 除 で き る 。 そ れ ゆ
え 、 読 み ア ク セ ス の た め の 時 間 は 、 非 常 に 短 い 。 し か し 、 図 ９ の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ の 欠 点 は 、 高 密
度 の 構 成 と い う 利 点 が 失 わ れ て い る こ と で あ る 。 な ぜ な ら 、 ８ Ｆ ２ の 有 効 セ ル 面 積 し か 達
成 で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 で は 、 所 要 面 積 （ 「 Ｆ ２ 」 ） と 、 他 方 で は 、 寄 生 効 果 の な い 迅 速 な 読 み ア ク セ ス と の
間 の 上 記 の よ う な 対 立 を 解 決 す る た め 、 全 く 他 の 記 憶 構 造 、 す な わ ち 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 （ Ｄ
Ｒ Ａ Ｍ ＝ ダ イ ナ ミ ッ ク Ｒ Ａ Ｍ ） の 場 合 、 い わ ゆ る 、 分 け 合 わ れ た 、 つ ま り 、 「 共 用 接 触 部
」 を 挿 入 す る こ と が 既 に 考 え ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の １ つ の 接 触 部 が
、 複 数 、 好 ま し く は 、 ２ つ の 記 憶 セ ル に よ っ て 使 用 さ れ る の で 、 面 積 （ 「 Ｆ ２ 」 ） が 節 約
さ れ る 。 し か し 、 こ の 解 決 法 は 、 Ｍ Ｒ Ａ Ｍ に は 使 用 で き ず 、 そ の 結 果 、 上 記 の 問 題 点 は 、
現 在 ま で の と こ ろ 、 解 決 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 最 小 所 要 面 積 で 、 高 速 読 み ア ク セ ス で き る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 目 的 は 、 冒 頭 部 分 に 述 べ た よ う な Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 場 合 、 本 発 明 に 基 づ き 、 記 憶 セ ル に 、
各 々 １ つ の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 お よ び 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 を 相 互 に 並 列 に
配 置 し 、 そ の 結 果 、 第 ２ セ レ ク ト 配 線 が 、 相 互 に 直 列 に 配 置 さ れ て い る 、 選 択 ト ラ ン ジ ス
タ の ソ ー ス ド レ イ ン 経 路 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 、 本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で は 、 個 々 の 記 憶 セ ル の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ 、 お よ び
、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 が 、 相 互 に 並 列 に 配 置 さ れ て い る 。 記 憶 セ ル 、 ま た は 「 基 本 部 品 」 は 、 次
に 、 チ ェ ー ン （ 鎖 ） 状 に 接 合 さ れ る 。 こ の 際 、 相 互 に 平 行 に 延 び る チ ェ ー ン は 、 記 憶 マ ト
リ ッ ク ス を 形 成 す る 。 こ の よ う な 記 憶 マ ト リ ッ ク ス に お け る １ つ の チ ェ ー ン を 、 い わ ゆ る
選 択 ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 選 択 で き る 。 す な わ ち 、 そ れ ぞ れ 個 々 の チ ェ ー ン に 、 チ ェ ー ン
の 末 端 部 に お け る 別 々 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ が 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 へ の 書 き 込 み は 、 通 常 の 方 法 で は 、 所 望 の ワ ー ド お よ び ビ ッ
ト 線 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ １ つ の 相 当 す る 信 号 を 印 加 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 読 み 出 し
の 際 に 、 別 々 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 一 連 （ 一 鎖 の ） の 記 憶 マ ト リ ッ ク ス が ま ず 決
定 さ れ る 。 次 に 、 セ ル 内 容 が 読 み 出 さ れ る べ き 記 憶 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ 以 外 、 こ の チ ェ ー
ン の 全 て の ト ラ ン ジ ス タ は 通 電 さ れ る 。 す な わ ち 、 読 ま れ る べ き 記 憶 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ
は 、 遮 断 さ れ た ま ま で あ る 。 続 い て 、 こ の 読 ま れ る べ き ト ラ ン ジ ス タ の チ ェ ー ン を 通 し て
電 流 が 送 ら れ る 。 す る と 、 電 流 は 、 読 ま れ る べ き 記 憶 セ ル の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 の み を 流 れ 、 チ
ェ ー ン の 記 憶 セ ル が 残 っ て い る 全 て の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ を 通 っ て 流 れ る 。 こ の よ う に し て
、 読 ま れ る べ き 記 憶 セ ル の セ ル 内 容 を 特 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 は 、 所 要 面 積 が 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 。 チ ェ ー ン に お い て 、 対 応
す る 構 成 の 場 合 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 、 お よ び Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 に 並 列 に 配 置 さ れ て い る 選 択 ト ラ ン
ジ ス タ を 備 え る 記 憶 セ ル は 、 有 効 セ ル 面 積 ４ Ｆ ２ を 有 す る 。 こ の た め 、 チ ェ ー ン の 別 個 の
選 択 ト ラ ン ジ ス タ を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 こ の 別 個 の ト ラ ン ジ ス タ に は 、 同 じ く 、 面 積 ４
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Ｆ ２ が 必 要 で あ る 。 そ れ ゆ え 、 Ｎ 個 の 記 憶 セ ル を 有 す る チ ェ ー ン の 場 合 、 各 記 憶 セ ル の た
め の 有 効 セ ル 面 積 は 、 ４ Ｆ ２ （ Ｎ ＋ １ ） ／ Ｎ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
た だ し Ｎ ＝ １ 、 す な わ ち 、 た だ １ つ の 記 憶 セ ル に よ り 構 成 さ れ て い る チ ェ ー ン の 場 合 、 ８
Ｆ ２ の 有 効 セ ル 面 積 が 存 在 す る 。 こ の こ と は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ を Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 と 直 列 接
続 す る と い う 、 現 在 ま で に 知 ら れ て い る 解 決 法 と 完 全 に 一 致 し て い る 。 従 っ て 、 こ の こ と
は 、 Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 に お い て 条 件 Ｎ ＞ １ が 存 在 す る 場 合 、 本 発 明 を 、 特 に 有 利 に 使 用 で き る
こ と を 意 味 し て お り 、 こ の こ と は 、 当 然 、 記 憶 セ ル に 配 置 さ れ て い る 全 て の 記 憶 セ ル に 該
当 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 全 く 新 し く 、 現 在 ま で の と こ ろ 一 般 的 と さ れ て い る Ｍ Ｔ Ｊ 層 構 造 お よ び 選 択 ト
ラ ン ジ ス タ を 備 え る 直 列 回 路 の 原 則 と は 異 な り 、 新 し い 構 想 が 提 案 さ れ る 。 こ の 構 想 で は
、 各 記 憶 セ ル に お け る Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 お よ び 選 択 ト ラ ン ジ ス タ が 、 相 互 に 並 列 に 配 置 さ れ て
お り 、 チ ェ ー ン 状 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 に 、 本 発 明 に つ い て 図 を 参 考 に し て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の チ ェ ー ン の 概 略 的 な 配 線 図 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２
は 、 本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に
基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 実 施 例 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 、 図 ３ の 実 施 例 に お け る Ｍ Ｒ
Ａ Ｍ 構 造 の 平 面 図 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 斜 視 図 で 示 す 図 で あ る 。 図 ６
は 、 図 ５ に 基 づ く Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 に お け る 記 憶 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ７ は 、 ワ
ー ド 線 と ビ ッ ト 線 と を 有 す る Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 の 図 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ５ お よ び 図 ７
に 基 づ く Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 有 す る 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ は 、 従 来 の Ｍ Ｒ Ａ
Ｍ 構 造 の 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ か ら 図 ９ に つ い て は 、 既 に 冒 頭 部 分 に お い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 で は 、 相 互 に 相 当 す る 部 材 に は 、 そ れ ぞ れ 同 じ 参 照 番 号 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ は 、 相 互 に そ れ ぞ れ 並 列 に 配 置 さ れ て い る 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ お よ び Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４
を 有 す る 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ く 一 連 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 を 示 す 。 す な わ ち 、 選 択 ト ラ ン ジ ス
タ ５ の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 に 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ が そ れ ぞ れ １ つ 配 置 さ れ て い る 。 こ の Ｍ Ｔ
Ｊ 層 配 列 は 、 チ ェ ー ン の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 側 に お い て 、 相 互 に 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 選 択 ト
ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 に も 同 じ こ と が 該 当 す る （ 同 じ く 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ
５ の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 も 、 チ ェ ー ン の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ 側 に お い て 、 相 互 に 直 列 に 接
続 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ は 、 本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 実 施 例 を 示 す 。 こ こ で は 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ と 選 択
ト ラ ン ジ ス タ ５ と を 有 す る 、 図 １ に 示 し た チ ェ ー ン が 、 複 数 、 相 互 に 並 列 に 接 続 さ れ て い
る 。 こ の 場 合 、 さ ら に も う １ つ の 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ７ が 、 各 チ ェ ー ン と 接 続 さ れ て
い る 。 図 ２ に 、 第 １ セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ １ 、 お よ び 第 ２ 、 ま た は 列 セ レ ク ト 配 線 Ｒ Ｓ Ｌ を さ
ら に 示 し 、 こ れ ら は 、 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ７ 、 お よ び 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ
ン ソ ー ス 経 路 に よ り そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
特 定 の 記 憶 セ ル 、 例 え ば 、 図 １ に 示 し た チ ェ ー ン の 記 憶 セ ル Ｚ ２ を 読 み 出 す 場 合 、 ま ず 、
チ ェ ー ン の 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ７ を 作 動 さ せ る （ 伝 導 さ せ る ） 。 一 方 、 記 憶 マ ト リ ッ
ク ス に お け る 残 り の 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の 全 て は 、 遮 断 さ れ て い る か 、 あ る い は 、 伝
導 し て い な い ま ま で あ る 。 次 に 、 チ ェ ー ン に お い て 、 記 憶 セ ル Ｚ ２ に 割 り 当 て ら れ て い る
セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ １ に 、 相 当 す る 信 号 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 記 憶 セ ル Ｚ ２ の 選 択 ト ラ
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ン ジ ス タ ５ を 、 伝 導 し て い な い よ う に 切 り 替 え る 。 一 方 、 チ ェ ー ン の 残 り の 選 択 ト ラ ン ジ
ス タ ５ の 全 て は 、 伝 導 し て い る 状 態 に 移 行 す る 。 こ れ に よ り 、 図 １ に 矢 印 に よ る 実 線 で 概
略 的 に 示 す よ う に 、 チ ェ ー ン に 電 流 経 路 Ｉ １ が 存 在 す る 。 こ の こ と は 、 記 憶 セ ル Ｚ ２ の Ｍ
Ｔ Ｊ 層 配 列 の 抵 抗 状 態 を 、 問 題 な く 簡 単 に 読 み 出 す こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 図 １ お
よ び ２ に 示 す Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 に お け る 読 み 込 み は 、 通 常 の 方 法 に よ っ て 行 わ れ る 。 す な わ ち
、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 具 体 的 な 実 施 例 に よ り 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ
ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ と ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち の 図 ３ は 、 断 面 図 を
、 図 ４ は 、 平 面 図 を 示 し て い る 。 こ れ ら 図 の 付 近 に 示 す 、 解 説 （ Ｌ ｅ ｇ ｅ ｎ ｄ ｅ ） は 、 こ
の 場 合 、 両 方 の 図 に 該 当 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ お よ び 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ は 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ と こ れ に 交 差 す る ビ
ッ ト 線 Ｂ Ｌ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 相 当 す る 電 流 を 、 ワ ー ド 線 Ｗ Ｌ お よ び ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ
を 通 し て 送 る こ と に よ り 、 こ の よ う な ワ ー ド 線 と ビ ッ ト 線 と の 交 差 場 所 に 配 置 さ れ て い る
Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ は 、 上 述 の よ う に 、 プ ロ グ ラ ム さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
読 み 出 し は 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 考 に 上 に 説 明 し た よ う に 行 わ れ る 。 読 み 出 す べ き 記 憶 セ
ル を 有 す る チ ェ ー ン の 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ７ を 、 作 動 さ せ る 。 一 方 、 全 て の 他 の 別 個
の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ７ は 、 遮 断 さ れ た ま ま で あ る 。 次 に 、 チ ェ ー ン に お け る 読 み 出 さ れ る
記 憶 セ ル の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ を 、 セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ １ を 相 当 す る 駆 動 に よ り 、 遮 断 、 ま
た は 、 伝 導 し て い な い よ う に 切 り 替 え る 。 一 方 、 チ ェ ー ン の 残 り の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の 全
て は 、 セ レ ク ト 配 線 Ｓ Ｌ １ を 介 し て そ の ゲ ー ト を 相 当 し て 駆 動 す る こ と に よ り 、 伝 導 し て
い る 状 態 に 移 行 す る 。 従 っ て 、 遮 断 さ れ て い る ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 記 憶 セ ル に お い て 、
す な わ ち 、 読 み 出 す べ き 記 憶 セ ル に お い て 、 読 み 電 流 が 、 列 セ レ ク ト 配 線 Ｒ Ｓ Ｌ を 介 し て
流 れ る 。 す な わ ち 、 読 み 電 流 は 、 チ ェ ー ン の 選 択 さ れ て い な い 記 憶 セ ル の 選 択 ト ラ ン ジ ス
タ の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 を 介 し て 、 お よ び 、 遮 断 さ れ て い る 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ を 有 す る
選 択 さ れ た 記 憶 セ ル の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 ４ を 介 し て 流 れ る 。 こ の よ う に 、 寄 生 電 流 を な く し て
、 選 択 さ れ た 記 憶 セ ル の セ ル 内 容 を 高 速 に 読 み 出 せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ お よ び ４ に は 、 そ れ ぞ れ ２ Ｆ を 有 す る 個 々 の 記 憶 セ ル と 共 に 、 「 最 小 特 徴 寸 法 」 Ｆ も
具 体 的 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
従 っ て 、 本 発 明 に よ っ て 簡 単 に 構 成 さ れ る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 が 可 能 と な り 、 こ の 構 造 は 、 選 択
ト ラ ン ジ ス タ と 記 憶 セ ル と の 直 列 接 続 と い う 現 在 ま で の 概 念 と は 全 く 異 な り 、 そ の 代 わ り
に 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ と Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 と の 並 列 接 続 を 提 供 す る 。 こ の よ う な 異 な る 構 成 に
よ り 、 高 い 実 装 密 度 を 保 証 で き 、 そ の 結 果 、 本 発 明 の 上 記 の 目 的 は 、 非 常 に 優 れ た 方 法 に
よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 場 合 、 ビ ッ ト 線 Ｂ Ｌ は 、 選 択 ト ラ
ン ジ ス タ ５ の 上 方 に 、 具 体 的 に は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ と は 間 隔 を 開 け て 、 選 択 ト ラ ン ジ
ス タ ５ の ゲ ー ト 電 極 の 上 方 に 設 け ら れ て い る （ 延 び て い る ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の チ ェ ー ン の 概 略 的 な 配 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 に 基 づ く Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 実 施 例 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 ３ の 実 施 例 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 平 面 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
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Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ５ に 基 づ く Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 に お け る 記 憶 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
ワ ー ド 線 と ビ ッ ト 線 と を 有 す る Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
図 ５ お よ び 図 ７ に 基 づ く Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 を 有 す る 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
従 来 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 の 記 憶 マ ト リ ッ ク ス を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト ン ネ ル 障 壁 層
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 軟 磁 性 層
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 硬 磁 性 層
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列
Ｂ Ｌ ， Ｂ Ｌ １ ， Ｂ Ｌ ２ 　 　 　 　 　 ビ ッ ト 線
Ｗ Ｌ ， Ｗ Ｌ １ ， Ｗ Ｌ ２ ， Ｗ Ｌ ３ 　 ワ ー ド 線
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 選 択 ト ラ ン ジ ス タ
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 点 線
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ
Ｚ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 憶 セ ル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 1月 17日 (2003.1.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
記 憶 マ ト リ ッ ク ス に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 記 憶 セ ル （ Ｚ ２ ） を 備 え て い る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で
あ り 、 上 記 記 憶 セ ル の 各 々 は 、 少 な く と も １ つ の Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） 、 お よ び 、 選 択 ト ラ
ン ジ ス タ （ ５ ） を 備 え て お り 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） は 、 相 互 に 間 隔 を 開 け て 延 び て い る ワ
ー ド 線 （ Ｗ Ｌ ） と ビ ッ ト 線 （ Ｂ Ｌ ） と の 間 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て お り 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ
（ ５ ） は 、 当 該 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に お い て 、 記 憶 セ ル を 読 み 出 す た め の セ レ ク ト
配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） と 接 続 さ れ て お り 、 記 憶 セ ル （ Ｚ ２ ） に お い て 、 Ｍ Ｔ Ｊ 層 配 列 （ ４ ） と 選
択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ド レ イ ン ソ ー ス 経 路 と が そ れ ぞ れ 相 互 に 並 列 に 配 置 さ れ て い る Ｍ
Ｒ Ａ Ｍ 構 造 で あ っ て 、
上 記 セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ゲ ー ト を 介 し て 備 え ら れ て お
り 、 ビ ッ ト 線 に 対 し て 平 行 に 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 記 憶 マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 一 連 の 記 憶 セ ル の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ソ ー ス ド レ
イ ン 経 路 は 、 別 個 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ７ ） に 対 し て 直 列 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） は 、 当 該 選 択 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に お い て 、 セ レ ク ト 配 線
（ Ｓ Ｌ １ ） と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 記 憶 セ ル の 最 小 寸 法 は 、 ４ Ｆ ２ に よ り 規 定 さ れ て お り 、 当 該 Ｆ は 、 使 用 さ れ る テ ク ノ
ロ ジ ー の 「 最 小 特 徴 寸 法 」 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 第 １ セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） は 、 選 択 ト ラ ン ジ ス タ （ ５ ） の ゲ ー ト の 上 方 に 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 第 １ セ レ ク ト 配 線 （ Ｓ Ｌ １ ） 、 お よ び 上 記 ビ ッ ト 線 は 、 相 互 に 平 行 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の Ｍ Ｒ Ａ Ｍ 構 造 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-517504 A 2004.6.10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-517504 A 2004.6.10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-517504 A 2004.6.10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-517504 A 2004.6.10



フロントページの続き

(72)発明者  ロエール，トーマス
            神奈川県横浜市中区豆口台７０
Ｆターム(参考) 5F083 FZ10  GA01  GA09  KA01  KA05  LA01  LA12  LA16  LA21  MA06 
　　　　 　　        MA19 

(31) JP 2004-517504 A 2004.6.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	international-document-image-group
	written-amendment
	search-report
	overflow

